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考査項目 細別

　 01.

　 02.

　 03.

　 04.

　 05.

　 06.

レ 07. )

08. )

R6.10.1改正

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当する項目の□にレマークを記入する。 (第二次評定者)
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配点：+10 配点：+7.5 配点：+5

周辺環境への配慮に積極的に取り組んだ。

現場事務所や作業現場の環境を周辺地域との景観に合わせる等､周辺地域との調和を図った。

定期的に広報誌や現場見学会等を実施する等､地域とのコミュニケーションを図った。

地域生活に密着したゴミ拾い、道路清掃等を積極的に実施し､地域に貢献した。

その他 (理由：

配点：0

地域への貢献が優れている bより優れている 地域への貢献がやや優れている cより優れている 他の評価に該当しない

配点：+2.5

地域が主催するイベントへ積極的に参加し、地域とのコミュニケーションを図った。

災害時等に、地域への援助・救援活動に参加した。

その他 (理由： 「週休2日制モデル工事（週休2日工事）」を実施、完全週休2日を達成

※　評価に当たっては評価対象項目のレ点の数だけにとらわれず、評価する内容を総合的に判断し評価する。

（例えばレ点が一つであっても、その内容が特に評価に値する場合はa評価も可）

※　総合評価落札方式で技術提案されている事項については、評価項目から除外する。

評定 : －  配点 : －

※　工事特性等から評価項目に加える場合は、必ず理由を記入する。

※　「週休２日制モデル工事（令和6年度以降は週休2日工事）」を適用した場合
　　「週休2日制モデル工事（週休2日工事）」を実施し、完全週休2日を達成した場合、07にレマークを記入し、その理由に「週休2日制モデル工事（週休2日
　　工事）を実施し、完全週休2日を達成」を選択入力する。配点は+5点とする。ただし、完全週休2日以外の評価対象項目を考慮して配点することは可能。

※　なお、「週休2日制モデル工事（週休2日工事）」に関する「工事特性･創意工夫・社会性等に関する実施状況報告書」の提出は不要とする。

判断基準

上記該当項目を総合的に判断して、a,a',b,b'c評価を行う。

※　第二次評定者は、第一次評定者の意見を参考に発注工事全体を視野に入れた総括的な評価を行う。






